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（様式６－１） 
提案書 

（我が国の国際的リーダーシップの確保） 
（「政府間合意等に基づく重要課題協力の機動的推進」） 

 
１ 提案課題 
 
課 題 名 
（２０字以内の題名） 

 
災害軽減科学技術の国際連携への提言 

中核機関 
代 表 者 

独立行政法人 防災科学技術研究所 
片山 恒雄 

課題の概要 
（200字以内） 

自然災害は人類社会の持続的発展に対する大きな阻害要因でもある。

近年、国連防災世界会議など、国際連携のもとでのリスク軽減・復旧復

興の重要性が宣言された。このための具体的な方策として、１．優れ

た適用戦略を持つ防災科学技術リストの国際枠組みの確立、および２

インド洋災害による教訓から早期警報システムの有効活用による災害軽

減策の提案を行う。 
 

 番号 研究区分名  番号 研究キーワード名 

186 防災 主分野 702 
災害被害最小化応用技術

研究 
181 自然災害 

703 超高度防災支援システム 
216 国際貢献 

701 
異常自然現象発生メカニ

ズムの研究と予測技術 194 危機管理 副分野 

506 国際社会への協力と貢献 

研究 
キ ー ワ
ード 

188 減災 
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（様式６－２） 
課題構想・概要（Ａ４用紙２枚） 

 
○課題名    「災害軽減のための国際連携への提言」 
○代表者名   「片山 恒雄           」 
○中核機関名  「独立行政法人 防災科学技術研究所」  
 課題の目標・概要  

１．目的 
自然災害は人類社会の持続的発展に対する大きな阻害要因でもある。我が国では、昨年1年間でも10個
に及ぶ台風の襲来、新潟県中越地震の発生を経験した。また世界的にも、2003年のイラン・バム地震、2004
年のスマトラ沖巨大地震・津波災害など、国際的な取り組みを必要とする大災害が頻発している。防災科学
技術は我が国が最も国際貢献の力を持つ分野のひとつである。 

2005年1月に兵庫県神戸市で開催された国連防災世界会議では、インド洋地震・津波災害に関する特別
セッションが開催され、国際連携のもとでのリスク軽減・復旧復興の重要性が宣言された。また、これまでに
蓄積された防災科学技術を基にした「防災に関する情報集（ポートフォリオ）」の整備を、我が国として積極
的に貢献する意志を表明した。本課題は、これら災害軽減のための国際連携の具体的な方策として、１．優
れた適用戦略を持つ防災科学技術リストの国際枠組みの確立、および２．早期警戒システムへの提言を目
的とする。 
２．内容 
 以下の2テーマにより実施する 
1) 優れた適用戦略を持つ防災科学技術リストの国際枠組（防災科学技術リスト） 
我が国が作成し、国連防災世界会議で配布・討議した「国際防災協力のための科学技術に係るリスト」を
出発点とし、これに各国の貢献を加味して国際リストを作成すること、これを持続可能なデータベースとする
ことを目標に、国際リストのシステム設計、その実現のための国際的な協力の枠組の構築、および行動計画
の策定を行う。目標実現のため、コアメンバー会議（約3回）、および主要な国内外の機関を加えた国際ワー
クショップ（1回）を行う。 
2) インド洋災害による教訓から早期警報システムの有効活用による災害軽減策の提案（インド洋津波） 
スマトラ沖地震・津波の災害の全体像の把握から、今後の早期警戒システムにおける有効な情報発信と活
用、地域社会における啓発活動、インフラとの連携などの視点からの方策提言を行う。このため国際ワーク
ショップ（1回）を行う。 
３．政府間合意等との関係 
1) 国連防災世界会議の「兵庫宣言」では防災情報の共有化が謳われ、同会議のテーマ別クラスター３議長
報告で、防災科学技術のワールドリスト作成の重要性が提言された。また、同会議の政府全体会議における
日本政府代表（江渡聡徳内閣府政務官）の演説でもこの提案が具体的に示され、そのための国際パートナ
ーシップ（SPIIS）の形成が承認された。本課題は、国連防災世界会議において承認された目標の実現へ向
けて具体的行動を起こすものである。 
2) 国連世界防災会議による「インド洋災害に関する特別セッションの共通の声明～より安全な未来に向け
たリスク軽減～」において効果的で持続的なインド洋津波早期警戒システムの構築が呼びかけられている。
また、地球観測サミット（第2回＠東京 2004/4/25、第3回＠ブリュッセル 2005/2/16）において全球地球観測
システム（GEOSS）の10年計画が承認され、また、津波等の災害早期警戒システムに関するコミュニケが採
択された。UNESCO/IOC（2005/3/3-8）でもこのシステム関しての国際連携による技術検討がされている。本
課題はこれらと関連するものである。 
４．複数機関間連携の必要性 
1) 地震・津波・洪水・土砂災害などの多様な災害に対する防災科学技術を対象とすること、優れ
た技術成果を国内・国際的にできる限り広く収録するため、防災に関わる複数の行政機関、研究機
関の連携が不可欠である。 
2) インド洋周辺諸国および海溝型巨大地震に関する多大な知見を有する我が国等との連携の下に
効果的に行うことが必要である。これらのテーマの成果を国際的に活用するため、UNESCO等国
際機関との密接な連携が必要である。 
５．実施期間終了後の展開 
1) 防災科研を中心として本格的な防災科学技術国際リストの作成に着手するため新たな競争的資金への
応募を積極的に進める。 
2) 「アジア・太平洋・インド洋地域における国際地震・火山観測網の構築(H17－)」として地震観測網と連携
する。また、国際的なインド洋津波早期警戒システムと連携をとる。 
６．機動的対応の必要性 
国連防災世界会議（H17 1月）で正式に合意・承認されたが、緊急的に経費を確保することが困
難で、平成17年度から実施に移すことが必須である。またインド洋津波早期警戒システムが早急に
立ち上がる国際情勢であり、我が国の積極的な貢献の1つとして緊急実施が重要である。 
７．推進委員会を構成する機関・組織等 
東大地震研・京大防災研・千葉大・内閣府・（独）港湾研・アジア防災センター 等 
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（様式６－４） 

課題内容 
 
○課題名    「災害軽減科学技術の国際連携への提言」 
○代表者名   「片山 恒雄            」 
○中核機関名  「独立行政法人 防災科学技術研究所 」 
 
（１）機関・組織名 独立行政法人防災科学技術研究所 
      担当者名（年齢） 理事長   片山恒雄（６５） 
            客員研究員 亀田弘行（６５） 
            研究主監  石田瑞穂（６１） 
            地震防災フロンティア研究センター長 東原紘道（６２） 
            地震防災フロンティア研究センター研究員 新井 洋（３４） 
     総合防災研究部門主任研究員 佐藤照子（５５） 
            固体地球研究部門主任研究員 藤田英輔（３７） 
              
（活動内容記載） 
① 研究の総括  
② テーマ１（防災科学技術リスト） 
  ・防災科学技術国際リストのシステム設計 
  ・リスト作成の国際枠組み構築 
  ・「現場への適用戦略を持つ防災技術」実現のための科学技術政策課題の検討 
③ テーマ２（インド洋津波） 
  ・インド洋災害による教訓から早期警報システムの有効活用による災害軽減策
  の提案 ワークショップ開催 

 
これらの活動を、以下の機関と協力して推進する。 
 
テーマ１（防災科学技術リスト） 
 (1) 中心的役割を担う機関（国際パートナーシップScience Policy Initiative for Implementatio

n Strategies） 
 文部科学省防災科学技術推進室（中村隆行） 
 京都大学大学院地球環境学堂（ラジブ・ショウ）・京都大学防災研究所（岡田憲
夫・寶 馨） 

 (2) 内容の構築に貢献する機関 
 内閣府（西川 智） 
 千葉大学大学院自然科学研究科（古谷尊彦） 
 東京大学生産技術研究所（目黒公郎） 
 山口大学大学院理工学研究科（村上ひとみ） 
 兵庫県（東田防災監） 
 建築研究所（緑川光正） 
 港湾空港技術研究所（平石哲也） 
 東北大学大学院工学研究科（井上範夫） 
 東京大学地震研究所（加藤照之） 
 神戸大学都市安全研究センター（田中泰雄） 
 アジア防災センター（北本政行） 
 その他（渡辺正幸、小川安雄） 
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テーマ2（インド洋津波） 
（1）中心的役割を担う機関 
 東京大学地震研究所（山岡耕春・加藤照之） 
 産業技術総合研究所（佐竹健治） 
 気象庁（宇平幸一・伊藤秀美・束田進也） 
 東北大学大学院工学研究科附属災害制御研究センター（今村文彦） 
 
（2）内容の構築に貢献する機関 
 京都大学大学院工学研究科（家村浩和） 
 名古屋大学国際開発研究科（中西久枝） 
 （独）海洋研究開発機構（平田堅治） 
 神戸大学工学部（高田至郎） 
 
 
   

 




